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X線光電子分光法によって調べた。その結果， Cu-5.6 at. % Sn 合金表面における Sn 濃度は真空
中及び大気中の摩擦試験により数分間で最初の値の約 3 倍に達することが判った。また Sn の表面濃
度増加は加熱によっても見出された。
一方，このような Sn の表面偏析は P を添加することによって著しく妨げられ，逆に P が表面に拡
散する。また Sn 及びPの表面濃度の増加に伴ない Cu-Sn 合金表面では ε ー Cu 3 S n が， Cu-Sn-P 
合金表面では CU3P がそれぞれ形成される。 摩擦摩耗試験中における特性の時間的変化は上の濃度
や組成の変化とよく対応し，極めて薄い表面層の状態が合金の摩擦・摩耗特性に影響を与えることを
示唆している。








・摩耗特性の変化によく対応することが Cu-Sn 及び Cu-Zn 合金において見出された。 一方， Sn 
の表面偏析は P を添加すると著しく妨げられ，逆に P が表面に拡散し摩擦特性も変化することが判っ
た。表面濃度の変化は合金の加熱によっても見出された。本研究は薄い表面層の状態が摩擦試験中に
変化し，銅合金の摩擦・摩耗特性はそれより著しく影響されることを明らかにしたもので，合金の摩
擦・摩耗の問題に新しい知見と観点、を与えた点で 博士論文に十分値いする。
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